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論文内容要旨
 胎生15日から生後25臼裏でのαd系マウスを耀い,膵腺細胞に測る分泌顆粒の形成機序
 と親織分化に伴う細胞の変化を明らかにするため,光学顕微鏡的ならびに電子顕微鏡的観察を行
 なった。
 分泌顆粒が初めて出現するのは胎生窪6霞目であるが・こ鱒期の膵腺細胞は少数の顕粒状の
 糸粒体と小嚢状の粗面小胞体が散在性に認められるほかは小雛官の発達は弱隔嚢状の小胞体と
 萌調な分泌顆粒との問には移行像が認められ,生産された酵素原物質が小胞体腔に貯溜し,明調
 な分泌顆粒に成長してゆくものと考えられる。胎生葉7～18銀には,これらの顆粒の中心部に
 暗調部分が出現しはじめ,いわゆる¢鴫智翫1co皿de箪8atio灘の像を示し,しだいに暗調
 顆粒へと変化してゆく。こうして胎生窪9βから生後1鼠目の細胞では暗調顆粒のみが認められ
 るようになるが,成熟細胞のそれに比べて大型である。これらの顆粒は生後2～5良でかかむね
 放出消費され,醗続き明調顆粒.,つ恥で暗調顆粒が再生されるが,これらの顆粒はα01gi空胞
 ないし膨化したGolgi膚板から移行するもので,聖成体の線細胞で観察される所見に一致する。
 このことは腺肉体が分泌顆粒の生産と放出とを一定の分泌サイクルに従って繰り返し,生活条件
 に適合するため,小胞体で生産した分泌産物を賎◎1gi装置内に貯溜し,濃縮して,成熟し九酵
 素原顆粒を形成してゆく過程を示すものと考えられるのこれらの顆粒は成体細胞のそれとほy同
 じ性状を承レ,最も高度な発達を遂げるのは生後40萄日頃である。
 〕4.・胎生期から成熟期にかけてみられるこれら分泌顆粒の形成機序と性状の変化は生活条件の変化
 に痒う酵素原物質の化学的盤状の変化を示すものかもしれない。
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 審査結果の要旨
 腺細胞の分泌機構についての観察は,細胞の形態と機能との結びつきを考えるさいに,一つの
 有力な手段となりうる。喋955鉦Bie8がモルモットの膵臓でいわゆる分泌サイクルに関する
 観察を行なって以来,分泌に関する形態学的研究は主として膵臓を中心に行なわれてぎた。近雄
 電子顕微鏡が生物試料の観察に利用されるようになって,膵臓細胞に関する業績も数多く発表さ
 れているが,酵素原顆粒が細胞内のどの部分で形成されるかについてはまちまちな結論が出され
 ている。
 著巻はこの点を明確にするため,胎生期から成熟期にいたる無処置マウスの膵臓を系統的に観
 察し,細胞1・器富力噸粒形成に果す役割と,雌,哺乳,寓鰍など生活条件の変化に伴なう分泌
 頼粒の変化について考察を進めている。
 小嚢状の粗面小胞体を除き,小器官の発達がきわめて微弱な胎生16目の曄腺細胞に明調な分
 泌頚粒が出現しはじめ,しかも小胞体と頬粒との間に移行像蒼認められるということは酵素原物
 質の形成部位が粗面小胞体であることを示し,Si8ke漁協&P鴫aαoが蛋白合成の場は
 粗面小胞体の膜系に求められるとした説を裏付ける。胎生期に形成された分泌顆粒は生後2～5
 段目にお玉むね消費されて了い,以後再び形成される顆粒はGOlgi装置において一定の形態を
 整えるようになり,小器官の発達と顆粒の性状が成体にみられる酵素原顆粒のそれとほぽ同じに
 なるのは生後稲臼日頃である。すなわち,膵鹸細胞の分化が完了する時潮が離乳期に数日先行
 することを明らかにしている。また酵素廉顆粒の生産部位は粗面小胞体であり,勉の小器官の発
 達が微弱な段階ではそのま玉顆粒に成長するカ㍉生後一定の周期をもつて生産と放出をくり返す
 ような生活条件の下ではαo■gi装置が貯蔵部位として重要な役鶴を演じていることが判る。
 従来顆粒形成部位について述べられている小胞体説やGo■gi装置説などはいずれもその一断
 面像を把えているに過ぎず,なかんずく糸粒体:の顆粒転化説に対しては否定的な判断が下された。
 また嘘乳期と離乳後において顆粒の性状に差のあることが明らかとなり,酵素活性,その他化学
 的性質にも差のあることが示唆された。
 本研究は従来分泌機構について述べられているいくつかの見解に対し,系統的な観察を行なっ
 て各耀齢果搬畿脇かにい螂癬的な弥助裏付けと輪形欝的翻を行なって
 いる点で価値のある研究と、思う。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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